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1. はじめに 
 近年，履修計画の立案を行うシステムの構築や研究は

さまざまなところで行われている．しかしながらこれら

の研究は卒業・修了することを主眼に置き，効率よく卒

業・修了するための道筋を示すことを目的としたものや

時間割を組むことを目的としたものが多いため，各研究

室配属時にその研究室の推奨科目を履修していないとい

うことが起こりうるという問題点がある． 

 そこで，本稿では研究室ごとの履修ガイドラインを示

すことにより配属前の学生に希望する研究室においてど

のような科目を履修し，どのような技能を身につければ

よいのかという一定の評価基準を示すことを目的として，

各研究室に配属されている学生が履修した科目の履歴デ

ータや彼らによる科目評価を元に研究室の配属を主眼に

置いたカリキュラム選定を行うシステムを提案する．本

文では本研究に用いる履修支援の手法と試作したシステ

ムの構成について説明する． 

 

2. 関連研究 
 履修を支援するシステムとしては，藤原，松西，後藤，

黒丸らによるう回機能を備えた局所最良有線探索法によ

る時間割スケジューリング[1]，杉浦，小林，秋山らによ

る図解を利用した履修計画立案システム[2,3,4]などが提

案されている．藤原，松西，後藤，黒丸らのシステムは

卒業・修了することを主観に置き，効率よく卒業・修了

するための道筋を示すことを目的としており，また，杉

浦，小林，秋山らによるシステムは講義を表現したカー

ドや達成したい目標や講義選択の目的などを記述した情

報を元に図解を利用して時間割を組むことを目的として

いる． 

 これらのシステムは卒業や修了を主観において履修計

画を立案したり，自分が学びたい分野を中心とした履修

計画を立案するシステムとして構築されているために，

卒業・修了要件を効率よく満たすことが可能であったり，

興味のある分野やそれに関する分野のスキルを身に付け

ることができる長所がある反面，研究室配属後に研究な

どで必要なスキルなどはゼミなどで補わなければならな

いという短所がある． 

したがって，過去に配属された研究室の学生の履修履

歴データを元に研究室の学生を主眼に置いた履修計画を

立案するシステムを提案することによって配属時の学生

や教員の負担を軽減することが可能になる． 

3. 研究室配属のための履修支援システム 
 本稿で紹介する履修支援システムは，各研究室の学生

の履修履歴や彼らによる科目評価によって未配属の学生

に研究室推奨科目や講義内容などの情報を提供するもの

である．本システムは，特定の大学の教育機関などの関

係者が利用することを想定している．したがってこのシ

ステムは学生が履修計画を立案する為の情報を提供でき

るように以下のような機能を提供する． 

 

z 各研究室の推奨科目を重要度が高い順に表示して

いく機能 

z 学生からの視点による講義内容を評価する機能 

 

 また，入出力インターフェイスとして各ユーザの web

ブラウザを利用できるように web ベースで設計した． 

 

3.1. システム構成 
 本システムは，図 1 に示すようにアプリケーションサ

ーバ，IE 等の web ブラウザが実装されている PC などの

クライアントから構成される． 

 

 
 

図 1：システム構成 

 

 ユーザは web ブラウザによりアプリケーションサーバ

にアクセスし，専用フォームから科目の講義情報の登

録・検索を行い，それによってデータベースから各研究

室の推奨科目や講義内容などの情報が引き出されブラウ

ザに表示される． 

 

3.2. 科目情報の取得 
 科目の情報取得は閲覧という形で大学関係者であれば

誰でも行うことができる．ユーザはまず登録されている

科目の情報と各研究室の推奨科目の情報からどちらかを

選択する．もし登録科目の情報を選んだ場合，図 2 の形

式で登録されている全ての科目の簡易情報が表示される．

また，各研究室の推奨科目の情報を選んだ場合，情報を

取得したい研究室の推奨科目へのリンクを表示する．こ

のときに既配属の学生のための単位補填推奨科目情報へ

のリンクも表示し，また各研究室への web ページのリン
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クをあわせて表示する．そして推奨科目の表示を図 2 の

ように行う．また推奨科目の評価は各研究室既配属生，

卒業・修了生の各科目の 5 段階評価の採点と当該科目の

単位数から相加平均を求め，その点数の高い順に並べる

形を取っている．加重平均は当該研究室，当該科目ごと

に，『｛（5 ポイント×5 ポイント採点人数）＋（4 ポイ

ント×4 ポイント採点人数）＋・・・｝÷評価人数総

和』で求めている．このときに，小数点第 3 位以下は切

り捨てを行っている．これは四捨五入等で切り上げた場

合，切り上げた値が上位科目の切り捨てた値と同等にな

ってしまう可能性があるためである．また開講時間が重

複した科目が存在した場合，相加平均の低い科目は推奨

科目リストからの削除を行う．そして卒業・修了要件に

深く関わってくる科目については卒業科目としての分類

をあらかじめ行っておき，推奨科目リストから削除しな

いように設定している．また，単位補填の場合は図 3 の

画面で修得済の単位をあらかじめ選択させ，それを推奨

科目リストから削除した上で点数の高い順に並べる．推

奨科目の表示数の最大値に関しては，卒業・修了までに

履修可能な科目数の最大値を設定している． 

 加えて図 2 のように簡易表示された科目情報の科目名

をクリックすると学生が科目内容等を記述した情報が表

示されるようになっている．ここには，科目情報の詳細

が記述されている．この記述されている情報は科目名，

科目コード，担当教員などの基本情報のほかに今までに

当該講義を受けてきた学生の講義内容の感想や注意点，

後輩へのアドバイスなどがシラバス形式で閲覧できるよ

うになっている．このとき科目情報の下に「変更はこち

ら」というリンクが示されるが，このリンクの先には共

通 ID・パスワードを持つ人間しかログインできず情報更

新は彼らにのみ許可される．これに関しては次節で説明

する． 

 

 
図 2：科目表示の例 

 

 
図 3：修得済科目選択画面 

3.3. 科目情報の登録・更新 
 この節では科目情報の登録・更新について説明する．

まず，ユーザは web ブラウザ上から科目情報の登録・更

新を行うが，あらかじめ，学生に共通 ID，パスワードを

与えておき彼らのみに更新を許可する．それらを与えら

れていないユーザ，つまり教職員・学外の人間は科目名，

担当教員などの科目の基本情報の登録しかできない．こ

れは教職員の視点からの講義内容などは各大学が配布し

ている履修案内やシラバスなどで既に公開され，教職員

の視点からの科目内容はそれで充足されるため，学生の

視点からの科目の評価を重視し，履修案内やシラバス以

外での個々の科目の講義内容などの情報を取り入れると

いう理由からである．したがって，共通 ID，パスワード

を与えられたユーザ，つまり学生が図 4 の更新ページで

科目内容などの更新を行い，それ以外のユーザは科目

名・担当教員等の登録のみを行う． 

 

 
図 4：科目情報更新画面 

 

4. おわりに 
 本稿では，研究室配属のための履修支援システムの足

がかりとして研究室別の履修推奨科目の情報や学生の視

点からの科目の情報を提供するシラバスシステムの提

案・試作を行った． 

今後は予定している評価実験の収集データを分析し，

履修支援システムとしての有用性を検討していく予定で

ある． 
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